




のかけまわしの有漁網数及び津軽海峡で操業する青森県の底
はえ縄漁船の延べ操業隻数の推移から漁獲圧の動向を示す。

太平洋北区において、尻屋崎海区のかけまわしでは、1980
年以降のアブラツノザメの有漁網数は増減を伴いながら横ば
い、あるいはやや増加傾向で推移している（図 6）。襟裳西海区
では、1998 年以降、減少傾向にあるが、これは、八戸船籍の沖
底船の操業が襟裳西海区よりも近海の尻屋崎海区で増加した
ためである。2018 年の有漁網数は、尻屋崎海区で約 3,000 回
と前年と同程度を示し、襟裳西海区では 2017 年の 1,200 回か
ら 2018 年には 1,500 回に増加した。岩手海区のかけまわしの
有漁網数は大きく減少しているが、これは、かけまわしから 2
そうびきへの転換が進んだためである。1999 年以降は 1,000
回前後で安定していたが、2011 年には東日本大震災の影響に
より 390 回に減少した後、2016 年には 500 回となり、2017 年
と 2018 年には 0 回となっている。これらから、太平洋北区の
かけまわしの漁獲努力量は、全体としては増減を伴いつつ減
少傾向と判断される。

津軽海峡において、三厩では、漁業者の減少により、底はえ
縄の努力量は 1996 年の 1,100 隻から減少傾向にある（図 7）。
大間においても、2012 年以降本種を漁獲対象とした底はえ縄
の努力量が減少している。

【資源の動向】
本種について、国際的な漁業管理機関による資源評価は実

施されていない。そこで、資源状態の指標値として、1972 年
以降の沖底漁獲成績報告書から集計した太平洋北区のかけま
わし（1 そうびき沖底）の CPUE と、主要な漁場である津軽海
峡における 1979 年以降の青森県の底はえ縄による漁獲量及
び延べ操業隻数から求めた CPUE を用い、資源の動向を検討
した（図 8、図 9）。各漁法の CPUE において、季節及び海域の特

図 6. 太平洋北区における沖底（かけまわし漁法）の有漁網数（アブ
ラツノザメが漁獲された操業日の網数）の推移

表 1. カナダ西岸のアブラツノザメの雌雄別海域別年齢－全長関係
式（Ketchen 1975）

図 7. 青森県主要港（三厩及び大間）における底はえ縄の出漁隻数の
推移

図 8. 太平洋北区における沖底（かけまわし漁法）の標準化 CPUE
標準化 CPUE は 1 が平均値となるように基準化、破線は 95％信頼区
間の上限値と下限値。

図 9. 津軽海峡内で操業を行う底はえ縄のノミナル CPUE（標準化さ
れていない CPUE）と標準化 CPUE
1986 ～ 2012 年の三厩及び 2007 ～ 2018 年の大間の漁獲データを
用いた（各 CPUE は 1 が平均値となるように基準化、破線は 95％信
頼区間の上限値と下限値）。1957 ～ 1978 年のデータはない。
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異的な影響を除去して資源状態の年トレンドを抽出するため、
一般化線形モデル（GLM）による標準化を行った。なお、太平
洋北区のかけまわしでは、様々な魚種を漁獲対象として操業
するため、標準化の際には、そのような狙い操業の影響も考
慮した。

太平洋北区の沖底では 3 つの漁法による操業が行われてい
る。青森県ではかけまわし、岩手県では 2 そうびきとかけま
わし、宮城県以南の各県ではオッタートロールであるが、ア
ブラツノザメの漁獲が多いのは襟裳西～尻屋崎海区で操業
する青森県のかけまわしである。かけまわしによる CPUE は
1972 年以降 2000 年頃まで減少傾向が認められたが、それ以
降は近年に至るまでやや増加傾向にある（図 8）。また、分布
域の中心にあり、アブラツノザメを狙った操業が行われてい
る津軽海峡内の底はえ縄では、近年の CPUE が 2000 年代前半
の約 120％の水準を示しているが（図 9）、過去 5 年の CPUE に
は減少傾向が認められる。さらに、底はえ縄の 1979 ～ 2018
年のノミナル CPUE（標準化されていない CPUE）は、1954 ～
1956 年と比較し高い水準にある。太平洋北区のかけまわしの
CPUE 及び津軽海峡内で本種を漁獲する底はえ縄の CPUE の
解析結果から判断すると、日本周辺における近年のアブラツ
ノザメ資源は中位水準にあり（CPUE の過去最大と 0 を 3 等分
し、上から高位、中位、低位とした場合、かけまわし及び底は
え縄の CPUE はともに中位と評価）、東北太平洋側では横ばい
傾向、津軽海峡では減少傾向と判断されるが、津軽海峡の減
少については長期的な増減から判断して変動の範囲内と考え
られる。

管理方策

津軽海峡で操業を行う底はえ縄漁業者により小型魚や出産
への貢献度が高いと考えられる高齢魚の再放流及び漁獲量上
限の設定等、資源保全に向けた自主的な取組が行われている
が、公的な管理方策は実施されていない。なお、2007 年のワ
シントン条約第 14 回締約国会議及び 2010 年の第 15 回締約
国会議では EU から附属書 II への掲載が提案されたが、いずれ
も採択されず、その後掲載提案は行われていない。
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アブラツノザメ（日本周辺）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位

資 源 動 向 横ばい（東北太平洋側）
減少（津軽海峡）

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間） 調査中

我 が 国 の 漁 獲 量 *
（最近 5 年間）

2,722 ～ 3,633 トン
最近（2018）年：2,722 トン
平均：3,149 トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 評 価 の 方 法 かけまわし及び底はえ縄の CPUE
により水準と動向を評価

資 源 の 状 態 検討中

管 理 措 置 検討中

管理機関・関係機関 なし

最新の資源評価年 実施されていない 

次回の資源評価年 未定 

* 漁獲量は全国のさめ類漁獲量と過去のさめ類に占めるアブラツ
ノザメの平均的な割合から推定した値（2018 年は暫定値）
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